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14）和賀地区（和賀地区自治協議会） 

 

 
●地域の将来像 

 

でっかい自然 あっつい人情 おっきい夢 

～清流と緑あふれる和のまち わが～ 

 

 和賀地区は、清流と緑に囲まれた自然あふ

れる地域です。また人情厚く、人との和を大

切にしています。和賀の「でっかい自然」と

「あっつい人情」を大切にし、将来を担う子

ども達とともに「おっきい夢」を描ける地域

をめざします。 

 

 

●地域の現状 

 

１．概要 

  北上市の北西に位置する和賀地区は、面

積が 124k㎡と広く、北上市のおよそ 3 分の

1 を占めています。また、平成 27 年 10 月

現在の世帯数は 1,666 世帯と、5 年前とほ

ぼ変わっていないのに対し、人口は 4,869

人と、5 年前に比べ 480 人減少しており、

人口の減少と少子高齢化が当地区の大きな

課題となっています。 

 

２．豊かな自然との共生 

  奥羽山脈から湧き出る清流が源となり、

地区内には和賀川、尻平川など自然豊かな

川が流れ、山脈の裾野に広がる田園風景が

人々の生活に潤いと恩恵を与えています。 

 

３．文化と歴史の宝庫 

  国指定重要文化財である「多聞院伊澤家」

をはじめ、秀衡街道や平和街道、笠松遺跡

などの歴史的遺跡が多く、また綱取層や仙

人峠の姥杉、和賀の松島などの素晴らしい

自然があり、観光の名所となっています。 

 

４．結いの心を持ったまち 

  伝承芸能や季節ごとに行われる行事、わん

ぱく学園などの青少年健全育成事業を通し、

世代間交流や地域間交流が盛んに行われ、ふ

れあいと助け合いの心を大切にしたまちづく

りが進められています。 

 

５．産業の低迷 

  本地区の中心地は，かつては産業、経済の

中核を担い、官公庁施設はもちろんのこと工

業団地を抱え、商店街もにぎやかな装いを呈

していました。しかし、近年は、経済の不況、

大手量販店の進出などにより商店街の活気が

なくなっています。 

 

 

●地域の課題 

 

１．人口の減少 

冬期間の積雪や若者の地元離れ、少子化な

どにより、人口が減少しています。 

 ①若い世代が参画できるまちづくり 

 ②自治会の連携によるコミュニティの醸成 

 ③地域産業を元気にする取組み 

 ④定住化促進事業の実施 

 ⑤冬期間の徹底した除雪活動の実施 

 ⑥子育て環境の支援 

 ⑦認定こども園の創設 

２．不便な公共交通 

公共交通機関である路線バス、ＪＲを利用

したいが、バス停や駅が離れていて利用に困

難な地域が多くなっています。また、運行の

本数が少なく利便性に欠けています。 

 ①乗合タクシーの運行 

 ②公共交通の利用促進 

３．老朽化する公共施設 

地区内には老朽化が進み危険度が高く、設

備が充実していない施設も増えています。 

 ①北上市立笠松小学校の新築 

 ②幼稚園、保育園の一元化 

 ③自治公民館の新築及び施設の充実 

４．自然環境の保全と歴史遺産の継承 

地域の宝である豊富な自然と歴史的遺産を

後世に受け継いでいく必要があります。 

 ①和賀川や尻平川などの河川敷の整備 

 ②環境保全活動の実施 

 ③伝承芸能・行事の継続 

 ④遺跡・史跡の保全 
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 ⑤地域エネルギーの活用（水力・風力） 

 ⑥地域資源を活用した観光事業での集客 

   

 

●地域づくりプラン 

 

１．くらしやすいまちづくり 

  地域住民が笑顔で暮らせるまちをめざし、 

 生活環境を整備します。 

 ①定住化促進事業 

 ②自主防災の取組み 

 ③産業・人材育成事業 

 ④直売事業の拡充 

 ⑤スポーツ行事の取組み 

 ⑥公共交通の充実 

 ⑦道路整備 

 ⑧遊園地の遊具の管理 

 ⑨看板整備 

 ⑩提示版の改修 

 ⑪側溝整備 

２．未来を担う青少年健全育成 

  子供たちが健全に教育を受けられるよ

うに、教育環境の向上を図ります。 

 ①認定こども園創設事業 

 ②子育て支援事業 

 ③和賀地区青少年健全育成会実践交流会 

 ④あいさつ運動の推進 

 ⑤読書活動交流発表会 

 

３．高齢者にやさしいまちづくり 

  高齢者が生活しやすいまちになるよう

に、支え合いながら福祉の充実に努めま

す。 

 ①ふれあいデイサービス 

 ②高齢者にやさしい事業 

 

４．地域資源の活用 

  地域の宝である文化遺産や自然を整備

し、観光資源として活用します。 

 ①中尊寺ハス池の増設事業 

 ②和賀三山の環境保全整備及び里山再生事

業 

 ③鉱山遺跡の収集 

 ④市指定木の保全 

⑤追分・石碑の保全・環境整備 

 ⑥湧水の保全活用 

 ⑦山野草群生地整備 

 ⑧ミズバショウ群生地整備 

 ⑨神社等文化財の保全・整備 

 ⑩公園整備事業 

５．世代間交流 

  ふるさとの伝統や文化を学びながら、世代 

 を超えた取組みを行います。 

 ①ふるさと雪っこまつり 

 ②自治公民館の整備事業 

 ③世代間交流事業の実施 

 ④伝承芸能の継承と継続 

 ⑤わんぱく学園活動の充実 

 ⑥秋祭りの継続 

 ⑦慶念坊の郷づくり 

 ⑧同地名交流 

 ⑨農村体験施設整備 

 ⑩ふるさと交流事業 

 ⑪交流茶屋の設置 

 ⑫自然コミュニティ広場の整備 

 ⑬地域の昔話を聞く 

 

６．美しいまちづくり 

  地域住民が一丸となり、美しいまちづくり

を推進します。 

 ①クリーン活動 

 ②花壇の整備 

 ③農村景観の保全 

 ④資源ごみ収集対策 

 ⑤環境保全維持の啓蒙と看板設置 

 

７．自然環境の保全 

  自然と暮らしが調和した環境整備に取組み、 

農村景観の素晴らしさを後世へ継承します。 

 ①和賀川・尻平川などの河川境整備及びその

周辺の森林整備 

 ②散策・散歩道の整備 

 ③農地・水環境の保全活動 

 ④旧平和街道の整備 

 ⑤望仙橋の整備 

 ⑥貝沢の清水の整備 

 


